
5月イベントカレンダー5月イベントカレンダー

 4月26日～ 6日 ●ゴールデンウィークイベント 

  ／修善寺虹の郷 

 4月26日～31日 ●道の駅「天城越え」石楠花祭り 

  ／天城グリーンガーデン 

 3日～5日 ●ＧＷサイクルカーニバル 

  ／サイクルスポーツセンター 

 17日 ●春の天城路ハイキング 

  　三筋山コース（有料） 

 24日 ●第４回伊豆サイクルフェスティバル 

  ／サイクルスポーツセンター 

 24日～6月8日 ●ローズフェスタ／修善寺虹の郷 

 24日～6月8日 ●ほたるの夕べ／赤蛙公園 

 30日・31日 ●トビ魚すくい体験 

  （土肥温泉旅館協同組合） 

 下旬 ●狩野川鮎釣り解禁 

 下旬～7月上旬 ●天城のほたる鑑賞期間 

  ／出会い橋付近 

 下旬～7月上旬 ●大見の天然ほたる鑑賞期間 

  ／萬城の滝付近 

〜湯汲み娘とかわいい稚児が
大行列でパレード〜

〜湯汲み娘とかわいい稚児が
大行列でパレード〜

〜道の駅「天城越え」〜
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c o n t e n t s

伊豆市の人口 

※（　）内は前月比 

平成20年 
3月1日現在 

男 17,685  人 （－21） 

女 19,151  人 （＋ 1） 

計 36,836  人 （－20） 

世帯数 13,724 世帯 （ 0 ） 
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部長・課長級職員紹介77

10トピックス 12 生涯学習だより 

 24 緑のふるさと協力隊活動レポート 
～谷口隊員の卒業～ 

�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�



�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�



選挙 
お知らせ  

【問合せ】  選挙管理委員会事務局 （総務課内）　1（７２）９８６９ 

伊豆市長選挙伊豆市長選挙  
伊豆市議会議員補欠選挙伊豆市議会議員補欠選挙のの  
投票日投票日でです。す。  

伊豆市長選挙 
伊豆市議会議員補欠選挙の 
投票日です。 

は 
 

4月20日 日 

～ この一票 大事な私のメッセージ ～ 

【告示日】 
　◇４月１３日（日） 
【期日前投票】 
　◇期日　４月１４日（月）～１９日（土）  
　◇時間　８時３０分～２０時 
　◇場所　市役所（本庁）及び各支所 
　　（どの投票所でも投票できます。） 
 

■投票できる人は… 
　平成２０年１月１２日（転入届を出した日）以前から伊豆市に引
き続き住んでいる（住民登録がある）人で、昭和６３年４月２１日ま
でに生まれた人。 
■市外から転入した人は… 
　平成２０年１月１３日以降に転入の届出をした人は、伊豆市
の選挙人名簿に登録されていないため、投票することができ
ません。 
■市外へ転出した人は… 
　投票日までに市外へ転出した人は投票できません。 
　ただし、期日前投票を行ったあとに市外に転出しても投票は
有効です。 
■市内で転居した人は… 
　上記の「投票できる人」が市内で転居しても投票できます。 
　ただし、選挙人名簿を確定させる手続き上、４月上旬以降の
転居については、元の住所地の投票所で投票することになり
ます。（投票所入場券に記載された投票所を確認してください。） 

■選挙公報をお届けします 
　「選挙公報」を新聞折込みで配布します。選挙公報が届
かない場合は郵送しますので選挙管理委員会事務局へご
連絡ください。 
　その他、本庁及び各支所窓口にも配置します。 
【折込み予定日】 
４月１６日（水）朝刊 
 
■期日前投票をご利用ください 
　期日前投票は、投票日当日に仕事や旅行などの予定があり、
投票所に行き投票することができない場合に、投票日当日と
同じように直接投票箱に投票するものです。この場合は、宣
誓書などの必要書類を提出してから投票していただきます。 
　「投票所入場券」をお持ちになってお出かけください。なお、
病院などの施設に入院・入所している人、一時的に遠隔地に
お住まいの人、郵便等投票証明書を所持している人の不在
者投票は従来どおりです。 
 

伊豆市の将来を決める大切な選挙です。投票日には必ず投票に出かけましょう。 

市長・市議会議員補欠選挙日程 
【投票日】 
　◇期日　４月２０日（日）  
　◇時間　７時～２０時（土肥地区は１９時まで） 
　◇場所　市内２８投票所 
【開  票】 
　◇日時　４月２０日（日） ２１時～ 
　◇場所　修善寺中央公民館（修善寺生きいきプラザ） 

の  
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自主財源　59億2,111万

4千
円
　
42.4％依

存
財
源
　
80億
3,488万6千円　57.6％

その他（地方譲与税など） 
6億8,211万円 
4.9%

地方消費税交付金 
3億6,200万円 
2.6%

繰入金 
2億8,501万1千円 
2.0%

繰越金 
1億5,031万円 
1.1%
使用料及び手数料 
1億6,139万4千円 
1.2%

市債 
8億2,250万円 
5.9%

諸収入 
1億8,831万8千円 

1.3%

その他 
（分担金及び 
負担金など） 

2億8,320万7千円 
2.0%

市税 
48億5,287万4千円 

34.8%

地方交付税 
46億7,000万円 
33.5%

県支出金 
7億5,452万5千円 
5.4%

国庫支出金 
7億4,375万1千円 

5.3%
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公債費 
20億683万円 
14.4%

土木費 
21億7,049万8千円 

15.6%

衛生費 
11億6,229万6千円 

8.3%

教育費 
14億8,253万6千円 

10.6% 民生費 
31億5,554万1千円 

22.6%

総務費 
18億7,970万9千円 

13.5%

その他 
（災害復旧費など） 
2,294万2千円 
0.2% 
 

 
 

商工費 
6億2,965万6千円 

4.5%

農林水産業費 
5億5,482万8千円 
4.0%

議会費 
1億6,181万6千円 

1.2%

消防費 
7億360万2千円 

5.0%
労働費 
2,574万6千円 
0.2%
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従来の方法従来の方法  従来の方法 

医療給付分 （０～７４歳） 
介護納付金分 （４０～６４歳） 
後期高齢者支援金 （０～７４歳） 

医療給付分 

後期高齢者医療広域連合 

被保険者負担１０％ 

後期高齢者支援金４０％ 
（０歳～７４歳が負担） 

公費　５０％ 
（国：県：市＝４：１：１） 医療機関 

保険料 

９割または７割 

１割または３割 医療費の支払 

窓口支払 

後期高齢者医療制度の運営方法 

　
４
月
よ
り
７５
歳
以
上

歳
以
上
の
方

が
全
員
加
入

全
員
加
入
す
る
こ
と
と
な

る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
は
、
７５
歳
（
一
定

の
障
害
障
害
の
あ
る
方
は
６５
歳
）

以
上
以
上
の
方
は
国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

や
健
康
保
険
組
合

健
康
保
険
組
合
な
ど
の
医

療
保
険
制
度

療
保
険
制
度
に
加
入
し

加
入
し
な
が

ら
「
老
人
保
健

老
人
保
健
」
で
医
療
医
療
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、平
成
平
成
２０

年
度
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
独
立
独
立

し
た
医
療
保
険
制
度

医
療
保
険
制
度
と
な
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
」

に
加
入
し
医
療

加
入
し
医
療
を
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

　
伊
豆
市

　
伊
豆
市
で
は
、こ
れ
に
伴
い

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
方

課
税
方

法
に
つ
い
て
見
直
し

見
直
し
を
行
い

ま
す
。 

　
４
月
よ
り
７５
歳
以
上
の
方

が
全
員
加
入
す
る
こ
と
と
な

る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
は
、
７５
歳
（
一
定

の
障
害
の
あ
る
方
は
６５
歳
）

以
上
の
方
は
国
民
健
康
保
険

や
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
医

療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が

ら
「
老
人
保
健
」
で
医
療
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、平
成
２０

年
度
か
ら
は
、
新
た
に
独
立

し
た
医
療
保
険
制
度
と
な
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
」

に
加
入
し
医
療
を
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

　
伊
豆
市
で
は
、こ
れ
に
伴
い

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
方

法
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い

ま
す
。 

4月から「後期高齢者医療制度」始まる 

変更後の医療給付分の割合（3方式） 
　　　区　分 

所得割 

資産割 

均等割(被保険者) 

平等割(世帯ごと)

賦課割合 

４０％ 

１０％ 

３５％ 

１５％ 

現行の医療給付分の割合（4方式） 

▲医療給付分の割合が変わります 

　　　区　分 

所得割 

資産割 

均等割(被保険者) 

平等割(世帯ごと)

賦課割合 

５０％ 

廃止 

３５％ 

１５％ 

■後期高齢者支援金分

は、医療給付分と同様 

■介護保険納付金分は、

所得割と均等割 

国
民
健
康
保
険
税
の 

算
定
方
法
が
変
り
ま
す 

　
後
期
高
齢
者
の
保
険
制
度
が
創
設
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
の
医
療
給
付
分
の
基
礎
課
税
額
の

限
度
額
が
56
万
円
か
ら
47
万
円
に
引
き
下
げ

と
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
新
た
に
後
期
高

齢
者
支
援
金
分
と
し
て
限
度
額
12
万
円
が
設

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
改
正
に
あ
わ
せ
、
資
産
割
を
廃
止

し
ま
す
。
こ
れ
は
対
象
者
が
大
幅
に
減
少
し
、

課
税
対
象
が
所
有
名
義
に
よ
り
左
右
さ
れ
る

な
ど
、
課
税
上
の
不
均
衡
が
生
じ
る
た
め
で

す
。
低
所
得
者
に
対
す
る
７
割
・
５
割
・
２

割
の
軽
減
割
合
を
維
持
す
る
た
め
、
所
得
割
、

被
保
険
者
均
等
割
及
び
世
帯
ご
と
の
平
等
割

の
額
を
見
直
し
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
支
援
金
と
は
・
・
・ 

　
後
期
高
齢
者
医
療
に
か
か
る
費
用
の
う
ち
、後

期
高
齢
被
保
険
者
自
身
が
医
療
機
関
で
支
払
う
窓

口
負
担
を
除
い
た
分
を
、公
費（
国
・
県
・
市
）か
ら

約
５
割
、後
期
高
齢
被
保
険
者
の
方
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
保
険
料
か
ら
１
割
、残
り
の
約
４
割
を

現
役
世
代（
０
〜
74
歳
）か
ら
の
支
援（
後
期
高
齢

者
支
援
金
）と
し
て
各
保
険
者
が
負
担
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。こ
れ
は
、国
民
健
康
保
険
加
入
者
だ

け
で
は
な
く
、社
会
保
険
な
ど
の
健
保
組
合
加
入

者
に
お
い
て
も
こ
の
支
援
金
を
ご
負
担
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 

国民健康保険税が大きく 変わります  変わります 

後期高齢被保険者 
（７５歳以上） 

医療給付分 （加入者全員） 
介護納付金分 （４０～６４歳） 

平成２０年度からの算定方法 平成２０年度からの算定方法 

�



従来の方法 

　
４
月
よ
り
７５
歳
以
上
の
方

が
全
員
加
入
す
る
こ
と
と
な

る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ま
で
は
、
７５
歳
（
一
定

の
障
害
の
あ
る
方
は
６５
歳
）

以
上
の
方
は
国
民
健
康
保
険

や
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
医

療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が

ら
「
老
人
保
健
」
で
医
療
を

受
け
て
い
ま
し
た
が
、平
成
２０

年
度
か
ら
は
、
新
た
に
独
立

し
た
医
療
保
険
制
度
と
な
る

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
」

に
加
入
し
医
療
を
受
け
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。 

　
伊
豆
市
で
は
、こ
れ
に
伴
い

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
方

法
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い

ま
す
。 

4月から「後期高齢者医療制度」始まる 4月から「後期高齢者医療制度」始まる 

国
民
健
康
保
険
税
の 

特
別
徴
収
が
開
始 

　
従
来
の
納
付
方
法
に
つ
き
ま
し
て
、
納
付

書
に
よ
る
も
の
と
、
口
座
振
替
に
よ
る
も
の

と
、
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
納
税
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
20
年
度
よ
り
左

記
に
該
当
す
る
年
金
受
給
者
に
つ
い
て
は
、

原
則
と
し
て
、
年
金
よ
り
天
引
き
と
な
る

「
特
別
徴
収
」
と
い
う
納
付
方
法
に
変
わ
り

ま
す
。 

 

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方 

　
世
帯
内
の
国
保
加
入
者
全
員
が
65
歳
〜
74

歳
の
世
帯
の
世
帯
主
（
擬
制
世
帯
主
は
除
き

ま
す
。
）
で
あ
っ
て
、
年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
原
則
年
金
か

ら
保
険
税
が
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

介
護
保
険
料
と
国
民
健
康
保
険
税
の
合
計
額

が
、
年
金
受
給
額
の
１
／
２
を
超
え
る
場
合

は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収
は
実
施

し
ま
せ
ん
。 

※
65
歳
未
満
の
方
、
特
別
徴
収
に
該
当
し
な

い
方
の
保
険
税
の
納
付
方
法
に
つ
き
ま
し
て

は
、
従
来
ど
お
り
で
す
。 

 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
移
行
と
な

る
方
へ
（
７５
歳
以
上
の
方
） 

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
さ
れ
る
75
歳
（
一
定
の
障
害
の
あ

る
方
は
65
歳
）
以
上
の
方
の
保
険
料
は
「
静

岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
決
定

し
ま
す
。 

　
現
段
階
で
示
さ
れ
て
い
る
保
険
料
の
算
定

方
法
は
、
被
保
険
者
全
員
が
一
人
あ
た
り
で

負
担
す
る
「
均
等
割
」
と
、
被
保
険
者
の
所

得
に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
」
の
合
計

額
と
な
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
と
同
様
に
、

所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
の
世
帯
の
方
は
、

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
健
康
保
険
組
合
な
ど
の
被
用
者
保
険
の
被

扶
養
者
の
方
も
、
一
定
の
期
間
、
保
険
料
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
っ
て
、

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
方
は
、

従
来
保
険
料
を
賦
課
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

に
対
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
を
負
担
す
る
こ
と

と
な
る
た
め
、
一
定
の
期
間
、
保
険
料
が
軽

減
さ
れ
ま
す
。 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
う 

国
民
健
康
保
険
税
に
お
け
る
措
置 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
っ
て
、

75
歳
以
上
の
方
の
新
保
険
制
度
へ
の
移
行
に

よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
が
急
激
に
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
以
下
の
よ
う
な
場
合

は
、
一
定
期
間
、
保
険
税
に
つ
い
て
の
措
置

が
さ
れ
ま
す
。 

①
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
に
つ
い
て
の
措
置 

　
保
険
税
の
軽
減
を
受
け
て
い
る
世
帯
に
つ

い
て
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
へ
移
行
者
が
生
じ
た
場
合
、
国
保
加

入
者
が
減
少
し
て
も
、
一
定
期
間
、
従
前
と

同
様
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
所
要
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。 

②
世
帯
割
で
賦
課
さ
れ
る
保
険
税
の
軽
減 

　
国
民
健
康
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
の
移
行
者
が
生
じ
た
場
合
、
単
身
世
帯

と
な
る
国
保
世
帯
に
つ
い
て
、
一
定
期
間
、

世
帯
割
で
賦
課
さ
れ
る
平
等
割
分
の
保
険
税

を
軽
減
す
る
措
置
を
講
じ
ま
す
。 

③
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
者
の
保
険
税
の
減
免 

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
っ
て
、

制
度
創
設
時
の
後
期
高
齢
者
ま
た
は
制
度
創

設
後
に
75
歳
に
到
達
す
る
方
が
被
用
者
保
険

な
ど
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
方
の
扶
養
者
が
国
保

加
入
と
な
る
場
合
、
新
た
に
保
険
税
を
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
当
該
被
扶
養
者
で

あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、
申
請
に
よ
り
、
一
定

期
間
、
保
険
税
を
減
免
す
る
措
置
を
講
じ
ま

す
。 

国民健康保険税が大きく  変わります 国民健康保険税が大きく 

平成２０年度からの算定方法 

　この国民健康保険に関する紙面は、平成２０
年2月末現在、国・県・静岡県後期高齢者医療広域
連合より示されている情報に基づき作成してい
ます。 
　この中で、「国民健康保険税の賦課方法」など、
条例改正を伴う重要な事項等については、国民
健康保険運営協議会、市議会において審議され
ています。詳細は５月号の広報で市民の皆さん
にお知らせします。 
【問合せ】　市民課国民健康保険係 
　　　　　　　1（７２）９８５６ 
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グループメンバー募集 
なんとなく心ときめく春、
新鮮な気持ちで新たな
一歩を踏み出しましょう。 

「親子ふれあい教室・シャボン玉ショー」 

　１９年度最後の３歳児親子ふれあい教室は、富士市の佐
野夫妻による「シャボン玉ショー」を行ないました。針金とス
ポンジで作った手製の輪からできるシャボン玉１００連発をみ
んなで数えたり、いろいろな形の輪から繰り出す大玉や変
わり玉に、クイズをまじえながら親子で楽しみました。最後は
お母さんといっしょに自分たちでシャボン玉を作ってみました。 

小学生スポーツ体験教室を行いました 

　伊豆市教育委員会では、伊豆市スポーツ少年団の皆様
にご協力をいただきスポーツ体験教室を行いました。普段
体験したことのない種目をスポーツ少年団の指導者、団員
の方々から指導していただき、参加者は、「疲れたけど面
白かった」とスポーツの楽しさを体験していました。 

＊＊＊ 参加者募集 ＊＊＊ ＊＊＊ 参加者募集 ＊＊＊ 

「伊豆市所蔵日本画展」終了 

▲学芸員の解説を熱心に聞く参加者の皆さん 

　－安田靫彦（ゆきひこ）と仲間たち－と題して開催した
所蔵品展が、３月２３日（日）に終了しました。会期中２
回行われたギャラリートークには、多くの方が参加され、
近代日本画壇で活躍した画家たちの作品が伊豆に残された
経緯などについて、熱心に聞き入っていました。 

優
し
く
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た 

▲
 

シ
ャ
ボ
ン
玉
の
大
き
さ
に
み
ん
な
で
び
っ
く
り 

▲
 

グループメンバー募集 

　伊豆市教育委員会では、中伊豆室内温水プール・
天城温泉プール指定管理者に水泳教室や健康づく
り教室の開催をお願いしております。泳ぎが上手に
なりたい方や、日ごろの体力・健康づくりを行ないた
い方はぜひご参加ください。いろいろな教室を用意
して皆様のご参加をお待ちしております。なお、詳し
い教室の内容は、各プール受付へお問合せください。 
【問合せ】 中伊豆室内温水プール 1（７５）７５７５ 
　　　　天城温泉プール 1（８５）２６１０ 

プール教室参加募集 



��

グループメンバー募集 

 

＊＊＊ 参加者募集 ＊＊＊ 

　伊豆市教育委員会では、７月６日（日）修善寺
生きいきプラザにおいて「家庭教育を考える集い」
を開催します。内容は午前中「子育て交流会」、
午後「家庭教育講演会」をそれぞれ実施します。 
　そこで、午前中の子育て交流会においてワーク
ショップを開催してくださる団体を募集します。
日頃、子育てに活躍している団体・サークルの皆
さん、ご応募ください。 

【日　時】７月６日（日）９時３０分～１１時４５分 
【会　場】修善寺生きいきプラザ 
【対象団体】 
　主に市内で活動している子育て団体（１０団体程度） 
（読み聞かせ・語り・人形劇・体操・楽器演奏・
大道芸・工作・折り紙など） 
【応募方法】電話またはＦＡＸ（団体名、代表者名、
内容、連絡先を明記） 
【応募締切】４月２５日（金） 
【申込み・問合せ】生涯学習課 
1（８３）５４７６　ＦＡＸ（８３）５４９８ 
※応募の結果については締切り後、審査、決定し
通知します。 

グループメンバー募集 グループメンバー募集 
■ ジャンルを問わず、メンバーを募りたい皆さんの情報です。※詳細については代表者にお尋ねください。 

グループ名 ジャンル 代表者連絡先 活動拠点 活動日 時　間 

修善寺柔道会 

天城柔道会 

中伊豆柔道会 

土肥 
柔道クラブ 

 

サンセット 
フラスタジオ 

Ｄ．Ｓ． 
ステップ 

やきもの 
夢くらぶ 

のびのび教室 

エアロビ 
キック 
スロトレ 
サークル 

 
 

柔道 

柔道 

柔道 

柔道 

フラ 
ダンス 

社交 
ダンス 

山野草 
盆栽 

グループ 
エクサ 
サイズ 

土屋 真弘 
０９０-２６１１-１９０５ 

原田 一郎 
０９０-３４５０-５６４７ 

塩谷 典久 
０９０-３３８６-７１８１ 

山口 雄一 
０９０-１７８０-０９７４ 

鈴木 照子 
（７６）３２４９ 

日吉 雅子 
０９０-９２２０-４０３６ 

鍵山 和夫 
（９８）１８１９ 

梅原 淳子 
０９０-４２５４-４５２７ 

修善寺農村環境 
改善センター 

天城中学校 

中伊豆中学校 

土肥高等学校 

修善寺 
生きいきプラザ 

大仁三福公民館 

自宅（土肥）  

修善寺農村環境 
改善センター 

水・金曜日 
（祝日は休み） 

火曜日・木曜日 
隔週土曜 

月曜日 
水曜日 
金曜日 

水曜日 
金曜日 

第１･２･３木曜日 

毎週火曜日 

随時 随時 

月・火・金曜日 １０時～スロトレ 
木曜日 １０時～サーキットトレーニング 
火曜日 １８時４０分～エアロビ １９時４５分～キック 

１９時３０分～２１時 
１７時～１８時３０分 

１３時３０分～１５時 

１９時～２１時 

陶芸 原田 せつ子 
（８７）１０２３ 

修善寺 
生きいきプラザ 

毎月第１火・水曜日 
（４月は第２火・水曜日） １８時３０分～２１時 

ＰＲ／幼児から大人まで、各地区の道場で柔道をやりませんか？  

ＰＲ／いろいろな作り方の基本を楽しく学べます。  

工房夢二 
刺繍教室 

日本 
刺繍 

小沢 ユミ 
（７２）８７２５ 自宅（修善寺） 水・木・金曜日 

１９時３０分～２１時 
 

１９時～２０時３０分 
１９時～２０時４５分 
１９時～２１時 

１９時３０分～２１時 
１９時～２１時 

９時３０分～１１時３０分 
１３時～１５時 

「家庭教育を考える集い」 
参加団体募集 

 

ＰＲ／楽しくレッスンしませんか？ 

ＰＲ／健康増進と会員相互の親睦をモットーに楽しく活動しています。    

ＰＲ／季節ごとに野山を彩る自然の風景を鉢いっぱいに創造してみませんか？ 

ＰＲ／バランスの良い体づくり、そして２サイズダウンを目指しましょう。 

ＰＲ／日本の伝統工芸の技を学んで美しい作品づくりを一緒に楽しみませんか。 



自己肯定感の育成 
《出会い》 

朝運動、リレー会、 
持久走大会、 
体力アップコンテスト、 
長縄・短縄大会 
早寝早起き朝ご飯懇談会 
学びの基礎は生活習慣 
から《継続》 

ステージ制を生かした２学期制（前期後期）のゆとりを生かし、地域に開かれ保幼小中高 
の連携で「人に出会い人は育つ」をキーワードとして魅力ある学校を目指します。 教職員の合言葉は、「土肥小維新」 

 
教職員の合言葉は、「土肥小維新」 
 

・がんセンター医師親子講演会 
・縦割り活動の充実（遠足・清掃・遊び） 
・福祉体験学習・・・・南小との交流会 
　　　　　　　　　　・地域の方との体験 
　　　　　　　　　　　高齢者とのふれあい 

・授業時数増 
・授業改善 
・教科担任制 
・少人数指導 
「基礎学力の 
　定着」 
・学習ボランティア導入 
・モジュールタイム 
（月水金１５分学習） 
・ステップテスト（計算・漢字） 
・学習ボランティア導入 
　読み聞かせ　土肥小必読書６０冊 
　 地域の専門家に本物の技術を学ぶ 

《追究》 

☆健康な子 ☆やさしい子 ☆勉強する子 ☆健康な子 ☆やさしい子 ☆勉強する子 
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ま
ず
初
回
は
、森
林
の
役
割

や
必
要
性
を
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。 

　
森
林
は
、豊
か
な
自
然
の
力

で
、私
た
ち
の
暮
ら
し
や
環
境

を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

  

　
自
然
災
害
を
防
ぐ 

 

　
雨
が
降
る
た
び
に
土
砂
災

害
が
起
き
て
は
大
変
で
す
。森

林
の
土
壌
は
、落
ち
葉
や
下
草

に
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
、雨
滴

に
よ
る
土
砂
の
流
出
を
抑
え
、

地
表
の
侵
食
に
よ
る
災
害
を

防
止
し
ま
す
。 

　
森
林
の
土
壌
は
、穴
の
多
い

ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
雨
水
を
蓄
え
、
ゆ
っ
く

り
川
に
流
す
働
き
が
あ
り
ま
す
。 

  

　
お
い
し
い
水
を
つ
く
る 

 

　
森
林
に
雨
が
降
る
と
、雨
水

が
地
中
に
浸
透
し
て
水
質
が

中
和
さ
れ
、ミ
ネ
ラ
ル
分
が
増

え
て
、お
い
し
い
水
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
す
。 

  

　
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し 

　
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ 

 

　
さ
ら
に
、私
た
ち
が
呼
吸
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、木
々

が
、私
た
ち
が
排
出
す
る
二
酸

化
炭
素
を
吸
収
し
、生
き
る
た

め
に
必
要
な
酸
素
を
、つ
く
り

だ
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。呼

吸
が
で
き
な
け
れ
ば
、人
や
動

物
は
す
べ
て
生
き
て
い
ら
れ

な
い
の
で
す
か
ら
、森
林
の
役

割
は
絶
大
と
い
え
ま
す
。 

 

　
い
ろ
い
ろ
な
野
生
生
物
の 

　
す
み
か
と
な
る 

 

　
森
林
に
は
、植
物
や
動
物
な

ど
、さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
が
生

息
し
て
い
ま
す
。そ
こ
に
は
食

物
連
鎖
が
あ
り
、自
然
の
摂
理

が
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。

時
に
は
人
が
獣
の
肉
を
食
し
、

動
物
的
な
栄
養
を
補
っ
て
き
た
、

日
本
古
来
の
文
化
も
あ
り
ま
す
。 

 

　
こ
の
よ
う
に
、森
林
と
い
う

自
然
の
力
で
、私
た
ち
の
暮
ら

し
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。森
林

は
、こ
の
地
球
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
大
切
な
も
の
な
の
で
す
。 

  

 

【問合せ】 農林水産課  林政自然保護係 1(８５)２６０２ 【問合せ】 農林水産課  林政自然保護係 1(８５)２６０２ 

　私たちの住む伊豆市は、面積の82％が森林です。 
その森林の大切さを皆さんに知っていただき、 
その貴重な財産を守り育てるため、 
今回から毎月、森林に関する記事を掲載します。 
　いずれ、山と関係の深い人たちのお話や、 
川のことなども掲載する予定ですので、 
毎号読んでいただけると幸いです。 
 

　
森
林
の
役
割
や
必
要
性
を
、

少
し
お
分
か
り
い
た
だ
け
ま

し
た
か
？ 

　
次
号
は
、「
森
林
の
現
状
」

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

新連載 

森の役割、必要性 



心も身体も健康まちづくり
健康いず21計画から ～学童期の健康づくり～ 

●長寿介護課　保健師 
栗田　朋子 

　
今
月
の
テ
ー
マ
は
、６
〜

１２
歳
の
学
童
期
の
健
康
づ

く
り
で
す
。 

　
わ
ん
ぱ
く
盛
り
の
こ
の

時
期
。
学
童
期
と
は
、社
会

に
参
加
す
る
準
備
の
段
階

と
し
て
、生
活
習
慣
が
固
定

化
し
、基
礎
体
力
を
身
に
つ

け
、成
長
過
程
に
お
け
る
土

台
を
固
め
る
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。 
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森野　 みよさん 
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１． 
家
庭
ご
み
の
収
集
回
数
の
見
直
し 

 

　
　
こ
れ
ま
で
は
旧
町
の
ご
み
処
理
行
政
を
尊
重
し
、ま

た
、合
併
に
よ
る
市
民
の
混
乱
を
軽
減
す
る
目
的
で
、市

内
で
統
一
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、ご
み
処
理
サ
ー
ビ

ス
の
平
準
化
、ご
み
の
減
量
化
及
び
資
源
化
の
推
進
と
い

う
観
点
か
ら
、４
月
１
日
よ
り
、市
内
の
収
集
回
数
を
統

一
し
ま
す
。そ
の
他
分
別
等
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
な
お
、収
集
日
程
表
が
お
手
元
に
届
か
な
い
方
は
、お

手
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、市
役
所
環
境
衛
生
課
ま
た

は
各
支
所
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

  

２． 

事
業
系
廃
棄
物
の
取
扱
い 

 

　
　
一
般
家
庭
以
外（
事
業
活
動
に
伴
っ
て
事
務
所
や
民
宿

や
店
舗
な
ど
）か
ら
発
生
す
る
事
業
系
廃
棄
物
は
、「
紙
」

や「
生
ご
み
」で
あ
っ
た
と
し
て
も
、原
則
市
で
は
収
集
し

ま
せ
ん
の
で
、家
庭
ご
み
と
と
も
に
地
区
の
ご
み
集
積
所

に
出
す
こ
と
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。事
業
系
廃
棄
物
は

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」の
規
定

に
よ
り
、事
業
者
が
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
一
般
廃
棄
物
の
場
合
は
、市
の
清
掃
工
場
で
処
理
で
き

ま
す
の
で
、自
ら
市
の
清
掃
工
場
へ
直
接
搬
入
す
る
か
、一

般
廃
棄
物
処
理
業
者
に
収
集
運
搬
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。収
集
運
搬
料
金
は
業
者
に
直
接
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。ま
た
、産
業
廃
棄
物
の
場
合
は
、産
業
廃
棄
物
処

理
業
者
に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。  

３． 

ご
み
有
料
化
の
調
査
・
検
討 

 

　
　
現
在
の
ご
み
処
理
サ
ー
ビ
ス
は
、ご
み
を
少
し
し
か
出

さ
な
い
市
民
も
、減
量
に
関
心
が
な
く
ご
み
を
多
く
出

す
市
民
も
税
負
担
は
変
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
み
を
少

し
し
か
出
さ
な
い
市
民
に
多
大
な
負
担
を
掛
け
て
い
ま

す
。そ
こ
で
、近
年
、全
国
的
に
導
入
が
増
え
て
い
る
ご
み

有
料
化
に
つ
い
て
、調
査
・
検
討
し
ま
す
。有
料
化
に
よ
っ

て
、負
担
の
公
平
化
が
図
ら
れ
、ま
た
、有
料
化
の
収
入

に
よ
り
、ご
み
処
理
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
税
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。今
後
は
、市
の
諮
問
機
関
で
あ

る
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
に
諮
問
し
、市
民
の
意

見
や
県
内
市
町
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、有
料
化
に
つ
い

て
答
申
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

４． 

環
境
教
育
、普
及
啓
発 

 
　
　
ご
み
の
発
生
抑
制
・
再
使
用
を
推
進
す
る
た
め
、昨

年
度
は
、「
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
」「
環
境
再
生
公

開
講
座
」「
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」を
開
催
し

ま
し
た
。今
年
度
も
こ
れ
ら
を
開
催
し
、一
人
一
人
の
意
識

改
革
と
そ
の
行
動
の
実
践
を
目
指
し
ま
す
。 

 

５． 

レ
ジ
袋
対
策
・
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動 

 

　
　
小
売
業
者
の
取
り
組
み
意
向
な
ど
を
踏
ま
え
、情
報

提
供
や
支
援
等
の
調
査
・
研
究
を
行
い
、様
々
な
機
会
に

お
い
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、市
民
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
運
動
を

推
進
し
ま
す
。 

  

平成２０年度 伊豆市一般廃棄物処理実施計画 

　一般廃棄物処理実施計画は、「廃棄物の処理
及び清掃に関する法律」に基づく計画で、一般廃
棄物処理基本計画の実施のために必要な各年
度の事業について定める計画です。この実施計
画は、環境衛生課または、市ホームページで閲覧
できます。ここでは、この計画の一部を紹介します。 

地　区 燃や燃やせせるるごごみみ  
缶、缶以外缶、缶以外  
乾電池乾電池  
段ボール段ボール  

ププララススチチッックク製容器包装製容器包装  
ププララススチチッックク製品製品  
白色発泡ス白色発泡スチチロロールール・・トトレレイイ  

びびん類、ん類、びびん以外ん以外  
蛍光灯蛍光灯・・電球電球  
ペペッットボトボトルトル  

新聞、新聞、雑誌、雑誌、チチララシシ  
紙製容器包装紙製容器包装  
飲料用紙パ飲料用紙パッックク  

燃やせるごみ 
缶、缶以外 
乾電池 
段ボール 

プラスチック製容器包装 
プラスチック製品 
白色発泡スチロール・トレイ 

びん類、びん以外 
蛍光灯・電球 
ペットボトル 

新聞、雑誌、チラシ 
紙製容器包装 
飲料用紙パック 

毎週　 
月・木　曜日 

毎月第1・3　火　曜日 
(第5火曜日は収集なし)

毎月第1・3　金　曜日 
(第5金曜日は収集なし)

毎月第2・4　火　曜日 
(第5火曜日は収集なし)

毎月第2・4　金　曜日 
(第5金曜日は収集なし)

※ 祝日、ゴールデンウィークも収集します。ただし、年末年始(１２/２８～１/４)の収集は、広報紙をご覧ください。 

毎週　 
火・金　曜日 

毎月第1・3　月　曜日 
(第5月曜日は収集なし)

毎月第1・3　木　曜日 
(第5木曜日は収集なし)

毎月第2・4　月　曜日 
(第5月曜日は収集なし)

毎月第2・4　木　曜日 
(第5木曜日は収集なし)

修善寺 

天城湯ケ島 
中　伊　豆 
土　　　肥 

平成20年度ごみの収集日程表 平成20年度ごみの収集日程表 
ごみは収集日の朝８時までに決められた集積所に出してください。夜間は出さないでください。 

天
城
湯
ケ
島
・
中
伊
豆
・
土
肥
地
区 

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
の
訂
正 

・
土
肥
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
搬
入
受
付
時
間 

　

誤
　

土
曜
日
、
祝
日（
８
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
） 

　

正
　

土
曜
日
、
祝
日（
９
時
〜
１１
時
） 

【問合せ【問合せ】】  
  環境衛生課環境衛生課  11（（７７２２））９９８８５５７７  
【問合せ】 
 環境衛生課 1（７２）９８５７ 

��



前年2月（28日間） 671.38 t 179.91 t 851.29 t 23.11 kg 878円 

伊 豆 市  
清掃センター 
処 理 量  

土肥戸田 
衛生センター 
処 理 量  

市内全体 1人当たり 搬出量 
1人当たり 
処理費用 

平成20年2月（29日間） 576.52 t 179.95 t 756.47 t 20.54 kg 780円 

前年同月比 14.12％減 0.02％増 11.13％減 
H18実績で 
1t当たり 
38,000円 

燃やせるごみ 
缶、缶以外 
乾電池 
段ボール 

プラスチック製容器包装 
プラスチック製品 
白色発泡スチロール・トレイ 

びん類、びん以外 
蛍光灯・電球 
ペットボトル 

新聞、雑誌、チラシ 
紙製容器包装 
飲料用紙パック 

平成20年度ごみの収集日程表 

地球の温暖化 
ーGreenHouse Efectー 

日
本
の
平
均
気
温
は
、20
世
紀
の
１

０
０
年
間
で
約
１．
０
℃
上
昇
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、世
界
全
体
の
気
温
が
約
０．
６

℃
し
か
上
昇
し
て
い
な
い
の
に
比
べ
て
２

倍
近
い
大
き
な
数
字
で
す
。 

現
在
、地
球
は
猛
ス
ピ
ー
ド
で
温
暖

化
し
て
い
ま
す
。原
因
は
人
間
が
日
常

生
活
の
中
で
無
意
識
に
生
み
出
し
て
い

る「
温
室
効
果
ガ
ス
」で
す
。大
気
中
に

微
量
に
含
ま
れ
る
二
酸
化
炭
素（C

O
2

）、

メ
タ
ン（C

H
4

）、亜
酸
化
窒
素（N

2O

）、

フ
ロ
ン
な
ど
が
、「
温
室
効
果
ガ
ス（G

reen 
H
ouse G

ases

：G
H
G
s

）と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。温
暖
化
ガ
ス
の
大
部
分
を
占

め
る
二
酸
化
炭
素
は
、私
た
ち
の
家
庭

で
使
う
電
気
、ガ
ス
、ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
な

ど
を
消
費
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し

て
い
る
の
で
す
。 

今
後
、温
室
効
果
ガ
ス
濃
度
の
上
昇

の
結
果
、２
１
０
０
年
の
気
温
は
１
９

９
０
年
か
ら
さ
ら
に
上
昇
す
る
と
予
測

さ
れ
て
い
ま
す
。世
界
の
科
学
者
で
構

成
さ
れ
るIPC

C

（
気
候
変
動
に
関
す

る
政
府
間
パ
ネ
ル
）の
第
４
次
評
価
報

告
書（
２
０
０
７
）に
よ
る
と
、温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
量
が
最
も
多
い
場
合
は

２．
４
〜
６．
４
℃
の
上
昇
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。第
３
次
評
価
報
告
書（
２

０
０
１
）に
比
べ
て
、予
測
の
確
実
性
が

高
ま
る
と
と
も
に
、最
悪
の
ケ
ー
ス
に

上
方
修
正
さ
れ
ま
し
た
。 

今
か
ら
１
万
年
以
上
前
の
最
後
の

氷
河
期
の
時
の
平
均
気
温
は
現
在
と

比
べ
て
３
〜
６
℃
程
度
低
い
だ
け
だ
っ

た
の
で
す
が
、今
回
の
予
想
だ
と
そ
れ

に
匹
敵
す
る
上
昇
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。１
万
年
と
い
う
途
方
も
な
い
時
間

を
か
け
て
も
３
〜
６
℃
し
か
上
昇
し
な

か
っ
た
気
温
が
、１
０
０
年
と
い
う
一
瞬

で
６．
４
℃
も
上
昇
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
20
世
紀
の
間
、海
面
は
12

〜
22ｃｍ
上
昇
し
ま
し
た
。 

今
後
、地
球
温
暖
化
に
伴
う
海
水

温
の
上
昇
に
よ
る
熱
膨
張
と
氷
河
な

ど
の
融
解
に
よ
っ
て
、２
１
０
０
年
ま
で

に
さ
ら
に
18
〜
59ｃｍ
上
昇
す
る
と
予

測
さ
れ
、ツ
バ
ル
、モ
ル
ジ
ブ
な
ど
数
十
カ

国
で
国
土
の
大
半
が
水
没
す
る
こ
と

も
警
告
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
で
は
１

ｍ
上
昇
す
る
だ
け
で
砂
浜
の
８
割
が
消

え
、水
没
域
の
東
京
、大
阪
な
ど
都
市

部
を
中
心
に
90
兆
円
の
資
産
が
失
わ

れ
る
な
ど
、大
き
な
被
害
を
受
け
る
こ

と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
が
発
表
し
た
よ
う
に
、こ
の

ま
ま
温
暖
化
が
進
み
む
と
、２
０
２
５

年
に
は
、日
本
を
含
む
世
界
人
口
の
大

半
に
わ
た
る
約
50
億
人
が
水
不
足
に

な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
１

０
０
年
以
内
に
、中
国
で
米
の
収
穫
は

８
割
減
、ブ
ラ
ジ
ル
や
イ
ン
ド
で
の
小
麦

な
ど
の
収
穫
が
大
幅
に
減
少
す
る
な
ど
、

深
刻
な
食
糧
不
足
が
警
告
さ
れ
て
い

ま
す
。特
に
日
本
は
、食
料
自
給
率
が

先
進
国
中「
最
低
」で
、食
糧
の
大
部

分
を
他
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
成
り

立
っ
て
い
ま
す
の
で
、世
界
的
な
食
糧
の

枯
渇
が
予
測
さ
れ
て
い
る
今
、日
本
は

食
糧
危
機
の
危
険
性
の
も
っ
と
も
高
い

国
の一つ
な
の
で
す
。 

 

そ
の
他
の
被
害
と
し
て
は
、 

①
海
水
の
熱
膨
張
や
氷
河
が
融
け
て
、

海
面
が
最
大
88
セ
ン
チ
上
昇
し
ま
す
。

南
極
の
氷
が
融
け
る
と
さ
ら
に
海
面
が

上
昇
し
ま
す
。 

②
現
在
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い

る
生
物
は
、ま
す
ま
す
追
い
詰
め
ら
れ
、

さ
ら
に
絶
滅
に
近
づ
き
ま
す
。 

③
南
方
に
生
息
す
る
昆
虫
が
北
方
に

移
動
し
、マ
ラ
リ
ア
な
ど
熱
帯
性
の
感

染
症
の
発
生
範
囲
が
広
が
り
ま
す
。 

④
降
雨
パ
タ
ー
ン
が
大
き
く
変
わ
り
、

内
陸
部
で
は
乾
燥
化
が
進
み
、熱
帯
地

域
で
は
台
風
、ハ
リ
ケ
ー
ン
、サ
イ
ク
ロ
ン

と
い
っ
た
熱
帯
性
の
低
気
圧
が
猛
威
を

振
る
い
、洪
水
や
高
潮
な
ど
の
被
害
が

多
く
な
り
ま
す
。 

す
で
に
、ド
イ
ツ
は
１８．
５
％
、イ
ギ
リ

ス
は
１４．
５
％
の
削
減
実
績
を
あ
げ
、着

実
に
温
暖
化
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、世
界
の
国
々
よ
り
も
10
〜
１

０
０
倍
も
多
く
二
酸
化
炭
素
な
ど
の

温
暖
化
ガ
ス
を
出
し
て
い
る
日
本
の
削

減
目
標
は
わ
ず
か
６
％
で
す
。し
か
も

現
在
で
は
減
ら
す
ど
こ
ろ
か
、７．
４
％

近
く
も
増
え
て
い
ま
す
。 

  

日
本
人
ひ
と
り
が
１
年
間

に
出
す
温
暖
化
ガ
ス（C

O
2

含
む
）は
、約
１０
ト
ン
！ 

 

温
暖
化
ガ
ス
の
大
部
分
が
二
酸

化
炭
素
で
す
。日
本
の
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
約
半
分
は
家
庭
と

密
接
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
が
日
常
生
活
の
中
で
省
エ
ネ
、

節
電
、節
ガ
ス
な
ど
を
す
る
こ
と

で
温
暖
化
を
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

例
え
ば
、次
の
よ
う
に
家
庭
か
ら

の
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

食　料 
自給率 

▲国連ＦＡＯ「食糧需給統計２００４」より 
 

オーストラリア ・・・ 198％ 
フランス ・・・・・・・ 186％ 
アメリカ ・・・・・・・ 119％ 
ドイツ ・・・・・・・・・ 111％ 
中国 ・・・・・・・・・・ 101％ 
インド ・・・・・・・・・ 91％ 
北朝鮮 ・・・・・・・・・ 78％ 
日本 ・・・・・・・・・・・ 28％ 
 

●車の使用を半分に。 
　アイドリングもやめる… １７％削減 
●お風呂を２日に１回に。 
　朝シャンを止める……… ８％削減 
●冷暖房を厚着、 
　薄着で調節する………… ５％削減  
●使っていない電気製品の 
　コンセントを抜く……… ５％削減 
●いらないものを買わない。 
　ごみを半減……………… ３％削減 

【問合せ】 
 環境衛生課 1（７２）９８５７ 

��
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各種検診の
ご　案　内

※今年は、健診（検診）希望調査を行いません
ので、申し込みが必要となります。詳細は、申
込みをされた方へ後日通知します。なお、平成
１９年度に受診された方には健康増進課から通
知をしますので、申し込みは不要となります。 
※対象年齢は学年齢（平成２１年４月１日までに
達する年齢）です。 

◎がん検診などを次のように実施します 

前立腺がん 
検診 

乳がん検診 

20歳以上の 
偶数学年齢 
の女性 

30歳以上の 
偶数学年齢の 
女性 

医療機関または検
診車にて実施 
子宮頸部の細胞診
・内診  

医療機関または公
共施設内にて実施 
視触診及びレントゲ
ン（マンモグラフィ）
検査、または視触診
及び超音波検査 

内　容 自己負担金 実施 
時期 会　場 

１,０００円 

マンモグラフィ検査 
１,５００円 
(４０歳以上) 
超音波検査 
１,３００円 
(３０歳～３８歳)

９月 

修善寺生きいきプラザ、中伊
豆交流センター、中伊豆ふれあ
いプラザ、天城保健福祉センタ
ー、土肥支所、八木沢丸山公
園管理棟、他指定医療機関 

検診車における胃
部レントゲン検査
（バリウム検査） 

便潜血反応検査 
（２日法） 

２００円 
※喀痰検査の 
希望者は300円 

１,０００円 

５００円 

５００円 

修善寺生きいきプラザ、熊坂公
民館、修善寺総合会館、大平
公民館、本立野公民館、牧之
郷公民館、駅前コミュニティ会
館、柏久保公民館、大野公民
館、中伊豆温泉病院、中伊豆
交流センター、中伊豆ふれあい
プラザ、八岳集会場、冷川中央
公民館、天城保健福祉センタ
ー、狩野ドーム、土肥支所、小
土肥生活改善センター 
小下田ふるさとセンター、八木
沢丸山公園管理棟 

５０歳 
以上の男性 

血液検査 
指定医療機関 
（詳細は広報5月号でお知らせします） 

肝炎ウイルス 
検査 

４０歳以上で 
今までに 
肝炎ウイルス検 
査を受けたこと 
がない人（※1） 

血液検査 

■Ｃ型肝炎 
　ウイルス検査 
　６００円　 
■Ｂ型肝炎 
　ウイルス検査 
　１００円　 

指定医療機関 
（詳細は広報5月号でお知らせします） 

骨密度検診 

歯周疾患健診 

２０歳～ 
７０歳の女性 

超音波による 
かかとの 
骨密度の測定 

５００円 ９月 

修善寺生きいきプラザ、中伊
豆交流センター、中伊豆ふれ
あいプラザ、天城保健福祉セ
ンター、土肥支所 

２０歳以上の方 
※治療中の方は 
対象外です 

歯と歯ぐきの健診 
ブラッシング指導 

５００円 伊豆市内指定医療機関 

【問合せ】健康増進課　1（７２）９８６１ 

６月 
 
８月 
１２月 

〜 

６月 
 
８月 
１２月 

〜 

９月 
 

１１月 
〜 

６月 
 

１１月 
〜 

胸部検診 
(結核・肺がん)

胃がん検診 

大腸がん検診 

対象者 

※奇数年齢の希望者も、
集団検診の会場で受診
できます。 

子宮がん検診 

４０歳以上の方 

３５歳以上の方 

検診車における胸
部レントゲン検査 
希望者は喀痰検査 

４０歳以上の方 
麻しん風しん予防接種の実施対象年齢 

（※1）ただし、平成19年度の基本健康診査においてGPT値が36以上45以下であった方で、もう一度検査を希望する方は実施できます 
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　市内保育園では、子育て支援事業の一環として、延長保育と一時保育を
行っておりますが平成２０年度より利用料金を下記のとおり改正させていた
だきます。お子様やご家庭の事情に合わせてご利用ください。 

●特別保育についてのお知らせ 

●中学１年生・高校3年生対象 
　麻しん風しん予防接種のお知らせ 
　昨年の春、１０代から２０代の若者の中
で麻しんが大流行しました。 
　そこで、厚生労働省では、麻しん対策と
して４月から中学１年生と高校３年生に相
当する年齢を対象に予防接種を実施します。 
　市では、予防接種の受け方や指定医療機
関などの案内を通知し、積極的な受診勧奨
を行なっていきます。予診票が届きました
ら、早めの予防接種をお願いします。 
　※接種料金は無料です。 

■中学1年生 
　平成７年４月２日生～平成８年４月１日生 
■高校3年生に相当する年齢の方 
　平成２年４月２日生～平成３年４月１日生 

【問合せ】健康増進課　1（７２）９８６１ 

麻しん風しん予防接種の実施対象年齢 麻しん風しん予防接種の実施対象年齢 

●ポリオ集団予防接種のお知らせ 
対象者： 平成１９年１月生～ 
 平成１９年１２月生および未接種者（平成１２年１０月１７日生～平成１８年１２月３１日生） 

修善寺 
生きいきプラザ 

４/１６(水） 
５/２１(水） 

１３時００分 
 

１３時３０分 
〜 

中伊豆 
ふれあいプラザ 

４/１７(木） 
５/９(金） 

１３時００分 
 

１３時２０分 
〜 

天城 
保健福祉センター 

４/２５(金） 

１３時００分 
 

１３時２０分 
〜 

土肥 
保健センター 

４/２１(月） 

１３時００分 
 

１３時２０分 
〜 

実施日時　・　会場 

～備　考～ 
①延長保育時間は今後の利用者ニーズ
に応じて変更していく予定です。 
②一時保育料金の１,８００円(４時間超）に
は給食費が含まれています。また利用
限度日数を１ヶ月１５日以下に限定します。 
③私立保育園で行われている特別保育
に対する問合せ、申込みおよび支払い
は修善寺保育園、かしわくぼ保育園 に
直接お願いします。 

 

こども課　　　　　 
修善寺保育園 
かしわくぼ保育園 

1(７２)９８６４ 
1(７２)１７４８ 
1(７２)１７４０ 

【
問
合
せ
】 

※接種対象者には個
別通知いたします。
未接種の方は、直
接会場へお出かけ
ください。 
※接種時点で7歳6ヶ
月を超えている場
合は接種すること
ができません。 

次の日程でポリオ予防接種を行ないます。　※接種料金は無料です。 

延
長
保
育 

一
時
保
育 

時　　間 

公立保育園 

保育園 

私立保育園 

土肥保育園 

私立保育園 

料　　金 

未実施 未実施 

１８時～１８時３０分 
（月曜日～金曜日） ２００円（１回） 

８時～１７時００分 
（月曜日～金曜日） 

９００円（４時間未満） 
１,８００円（４時間超） 

受付時間 

日　　程 



　
　
つ
も
広
報
を
読
ん
で
く
れ

　
　
て
い
る
知
り
合
い
の
お
じ
さ

ん
に「
き
れ
い
ご
と
ば
か
り
じ
ゃ

な
く
、一
年
間
で
思
っ
た
こ
と
言
え
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

　
最
終
回
な
の
で
、僕
が
一
年
の
伊

豆
市
で
の
生
活
や
体
験
を
通
し

て
感
じ
た
こ
と
を
書
き
表
そ
う
と

思
い
ま
す
。 

　
ま
ず
、今
こ
の
広
報
を
読
ん
で

く
れ
て
い
る
中
学
生
、あ
る
い
は

高
校
生
が
い
た
ら
聞
い
て
み
た
い
。

「
あ
な
た
は
草
刈
機
を
使
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
？
」と
。
僕
は

魚
介
類
が
苦
手
な
の
で
、よ
く「
人

生
半
分
損
し
て
い
る
」と
言
わ
れ

ま
す
。で
も
、も
し
草
刈
機
を
使

っ
た
こ
と
が
な
い
人
が
い
る
の
で
あ

れ
ば
、僕
は「
あ
な
た
は
人
生
四

分
の
三
損
し
て
い
る
」と
言
っ
て
あ

げ
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
　
が
伊
豆
市
に
来
た
の
は
去

　
　
年
の
４
月
の
こ
と
。初
め
仕

事
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
は
、

広
大
な
面
積
の
畑
の
草
刈
り
。毎

日
毎
日
草
刈
り
を
し
な
が
ら
、「
大

学
を
卒
業
し
、就
職
も
せ
ず
に
俺

は
何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
」と

思
う
と
、自
分
で
選
ん
だ
道
な
が

ら
、な
ん
だ
か
自
分
自
身
が
情
け

な
く
、泣
き
そ
う
に
な
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。 

　
で
も
、毎
日
毎
日
70
歳
に
近
い

人
生
の
先
輩
た
ち
と
草
刈
り
を

し
て
い
る
と
、自
然
と
悔
し
さ
や

む
な
し
さ
と
い
っ
た
感
情
は
抜
け

落
ち
て
い
き
ま
し
た
。毎
日
毎
日

違
う
草
。ス
ギ
ナ
に
、は
ぐ
さ
に
、

日
照
り
草
。時
に
は
草
の
中
に
き

じ
が
隠
れ
て
い
て
、そ
の
タ
マ
ゴ
を

頂
戴
し
て
み
た
り
。そ
し
て
、一
時

間
ご
と
の
休
憩
時
間
で
は
、軽
ト

ラ
ッ
ク
の
陰
に
隠
れ
て
天
気
の
話
や
、

日
照
り
に
弱
っ
て
葉
っ
ぱ
が
し
お

れ
て
し
ま
っ
た
サ
ト
イ
モ
の
話
を

し
た
り
し
ま
し
た
。 

　
別
に
草
刈
だ
け
で
は
な
い
け
ど
、

農
林
業
と
呼
ば
れ
る
第
一
次
産
業

に
関
す
る
仕
事
は「
単
純
な
仕
事
」

と
思
わ
れ
が
ち
な
と
こ
ろ
が
あ
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。で
も
、毎

日
同
じ
作
業
を
や
っ
て
い
る
よ
う

で
、実
は
そ
の
相
手（
植
物
や
動
物
）

が
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
く
刺
激

的
な
仕
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

　
　
三
次
産
業
で
活
気
付
く
都

　
　
心
部
と
、伊
豆
市
と
の
大
き

な
違
い
、そ
れ
は
伊
豆
市
に
は「
農

林
業
を
通
じ
て
自
然
の
こ
と
を

知
っ
て
い
る
人
が
い
る
」と
い
う
こ

と
。そ
し
て
、こ
の
違
い
こ
そ
が「
伊

豆
市
の
持
っ
て
い
る
力
」。僕
の
偏

見
で
は
、60
歳
以
上
の
方
の
自
然

に
関
す
る
経
験
は
す
ご
い
。し
か

し
な
が
ら
、そ
う
い
う
人
の
経
験

が
下
の
世
代
に
あ
ま
り
伝
わ
ら
な

い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。確
か
に
、「
農
業
」が
下

火
な
今
日
で
は
、の
こ
ぎ
り
も
、な

た
も
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
も
、草
刈
機
も
、

鍬
も
、使
う
機
会
と
必
要
性
は
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。で
も
、そ
う

い
っ
た
機
会
の
喪
失
が
原
因
で
、若

者
が
自
然
離
れ
し
て
い
る
現
状
を
、

人
生
の
先
輩
方
に
は
反
省
し
て

も
ら
い
た
い
し
、若
者
に
は
再
認

識
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
自
然
に
関
す
る
経
験
が
下
の

世
代
に
伝
わ
ら
な
い
高
度
経
済

成
長
期
の
日
本
を
経
て
今
日
に

至
り
、田
舎
は
ま
た
新
し
い
局
面

を
迎
え
て
い
る
の
だ
と
思
う
。市

町
村
合
併
は
田
舎
の
現
状
を
ど

う
に
か
し
よ
う
と
実
行
さ
れ
た

も
の
。 

　
伊
豆
市
の
合
併
の
経
緯
な
ど

は
よ
く
知
ら
な
い
け
ど
、ど
う
し

て
も
距
離
的
に
離
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、町
全
体
が
心
で
つ
な
が

る
の
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。で
も
、合
併
に
よ

っ
て
今
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
現
状
も

僕
は
こ
の一
年
で
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
　
ど
の
田
舎
で
あ
っ
て
も
、少

　
　
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
も
と
も

と
地
域
に
い
た
若
者
が
ど
ん
ど
ん

減
少
す
る
事
態
に
あ
り
ま
す
。し

か
し
な
が
ら
、自
主
的
、あ
る
い

は
市
の
主
導
の
も
と
に
若
者
が

結
束
し
よ
う
と
し
て
い
る
現
状

も
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
近

頃
強
く
感
じ
ま
す
。僕
が
一
年
の

活
動
の
中
で
関
わ
っ
た「
自
然
塾
」

や「
人
づ
く
り
塾
」と
い
っ
た
活

動
。合
併
前
で
は
、自
分
の
町
に

若
者
が
少
な
く
、若
者
同
士
が

集
ま
っ
て
何
か
行
動
す
る
と
い

う
こ
と
が
難
し
い
現
状
に
あ
っ

た
と
思
う
の
で
す
が
、合
併
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、一つ
の
自
治
体

の
中
で
、一つ
の
場
所
に
集
い
行

動
す
る
若
者
が
増
え
た
の
は
事

実
だ
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、合

併
に
よ
り
、一つ
の
場
所
に
集
う

と
い
う
コ
ツ
を
つ
か
ん
だ
今
、若

者
が
地
域
に
住
む
人
生
の
先
輩

の
経
験
値
を
分
け
て
も
ら
う
こ

と
も
肝
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で「
伊
豆
市
の
力
」

を
若
者
が
自
分
た
ち
で
感
じ
、

楽
し
む
と
同
時
に
、ど
ん
ど
ん

都
心
部
に
向
け
て
発
信
し
て
い

く
こ
と
こ
そ
今
後
必
要
な
ア
ク

シ
ョ
ン
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

僕 

今 

第 

い 

竹炭づくりに挑戦しました 

夏は子どもたちと 
キャンプを楽しみました 

滞在中多くの時間を 
共有したみなさん 

たくさんの農業経験を 
させていただきました 

みんなで楽しみました 

竹でかまくらをつくりました 

��



　
　
豆
市
が
「
緑
の
ふ
る
さ
と

　
　
協
力
隊
」と
い
う
事
業
を

受
け
入
れ
て
旧
中
伊
豆
町
時
代

か
ら
数
え
て
僕
は
７
期
目
の
隊

員
に
な
り
ま
す
。「
協
力
隊
」と

い
う
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
一
年
間
行

動
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
が
、結

局
与
え
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
一

年
が
経
過
し
て
し
ま
っ
た
感
が
あ

り
ま
す
。 

　
僕
が
与
え
て
も
ら
っ
た
も
の
。

そ
れ
は
僕
の
世
代
が
受
け
て
き

た
教
育
体
制
で
は
経
験
で
き
な

い
も
の
。畑
の
草
を
刈
っ
た
り
、刈

っ
た
草
を
燃
や
し
た
り
、消
防
団

と
し
て
ポ
ン
プ
車
に
乗
り
込
ん
で

水
を
は
じ
い
た
り
、チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

で
木
を
切
っ
た
り
。昔
の
人
間
が

当
然
と
し
て
や
っ
て
き
た
も
の
で
、

現
代
で
は「
特
別
視
」さ
れ
が
ち

な
も
の
。そ
う
い
っ
た
経
験
を
一
年

間
積
ん
で
き
ま
し
た
。
何
度
も

言
う
よ
う
に
、僕
ら
の
世
代
が
経

験
し
て
い
な
い
こ
れ
ら
の
経
験
は
、

決
し
て「
特
別
」な
も
の
で
は
な

く
、僕
と
し
て
は
人
間
と
し
て「
必

須
」の
経
験
だ
と
思
う
し
、今
し

き
り
に
叫
ば
れ
て
い
る「
も
の
づ

く
り
力
」の
低
下
の
原
因
や
、種
々

の
社
会
に
お
け
る
問
題
を
解
決

す
る「
鍵
」は
間
違
い
な
く
こ
こ

に
あ
る
と
僕
は
確
信
を
も
っ
て
い

る
つ
も
り
で
す
。今
す
ぐ
に
は
、一

年
で
伊
豆
市
の
皆
さ
ん
に
い
た

だ
い
た
経
験
に
対
す
る
お
返
し

は
で
き
ま
せ
ん
。で
も
、教
師
を

目
指
す
者
と
し
て
、教
育
上「
田

舎
で
の
経
験
」が
大
事
で
あ
る
と

見
返
さ
れ
る
よ
う
な
き
っ
か
け
づ

く
り
を
作
る
こ
と
で
、い
つ
し
か

お
返
し
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

　
　
世
話
に
な
っ
た
大
豆
の
衆
、

　
　
伊
豆
自
然
塾
、消
防
団
、わ

さ
び
農
家
、椎
茸
農
家
、六
仙
の

里
、中
伊
豆
体
験
農
園
、そ
の
他

大
勢
の
方
々
、一
年
間
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　
し
て
、僕
自
身
は
来
年
度
、

　
　
修
善
寺
の
某
農
機
具
屋
さ

ん
で
の
就
職(

修
行)

が
決
定
し

ま
し
た
。自
分
が
今
年
え
ら
そ
う

に
広
報
で
主
張
し
て
き
た
こ
と
を
、

今
度
は
一
市
民
と
し
て
実
行
で
き

る
よ
う
に
励
ん
で
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、町
中
で
会
っ
た

ら
元
気
に
挨
拶
を
交
わ
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。で
は
！！ 
 

伊 

お 

そ 

一
年
間
の
経
験
を
紙
芝
居
に
し
て
み
ま
し
た 

竹炭づくりに挑戦しました 竹炭づくりに挑戦しました 

夏は子どもたちと 
キャンプを楽しみました 
夏は子どもたちと 
キャンプを楽しみました 

滞在中多くの時間を 
共有したみなさん 
滞在中多くの時間を 
共有したみなさん 

たくさんの農業経験を 
させていただきました 
たくさんの農業経験を 
させていただきました 

みんなで楽しみました みんなで楽しみました 

竹でかまくらをつくりました 竹でかまくらをつくりました 
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★広報カレンダー裏面のお知らせもご覧ください。★広報カレンダー裏面のお知らせもご覧ください。
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〜こんなときには
　国保窓口に届け出を！〜

○国保に加入・脱退するとき ○保険証をなくしたとき 
○退職者医療制度に該当したとき ○住所・氏名などが変わったとき 
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第４回�伊豆市花いっぱいコンクール

花壇 花畑 

フラワーロード 
いっぱいの伊豆市を募集中！
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2008.4　
発
行
　
伊
豆
市
 

5月イベントカレンダー5月イベントカレンダー5月イベントカレンダー

 4月26日～ 6日 ●ゴールデンウィークイベント 

  ／修善寺虹の郷 

 4月26日～31日 ●道の駅「天城越え」石楠花祭り 

  ／天城グリーンガーデン 

 3日～5日 ●ＧＷサイクルカーニバル 

  ／サイクルスポーツセンター 

 17日 ●春の天城路ハイキング 

  　三筋山コース（有料） 

 24日 ●第４回伊豆サイクルフェスティバル 

  ／サイクルスポーツセンター 

 24日～6月8日 ●ローズフェスタ／修善寺虹の郷 

 24日～6月8日 ●ほたるの夕べ／赤蛙公園 

 30日・31日 ●トビ魚すくい体験 

  （土肥温泉旅館協同組合） 

 下旬 ●狩野川鮎釣り解禁 

 下旬～7月上旬 ●天城のほたる鑑賞期間 

  ／出会い橋付近 

 下旬～7月上旬 ●大見の天然ほたる鑑賞期間 

  ／萬城の滝付近 

 4月26日～ 6日 ●ゴールデンウィークイベント 

  ／修善寺虹の郷 

 4月26日～31日 ●道の駅「天城越え」石楠花祭り 

  ／天城グリーンガーデン 

 3日～5日 ●ＧＷサイクルカーニバル 

  ／サイクルスポーツセンター 

 17日 ●春の天城路ハイキング 

  　三筋山コース（有料） 

 24日 ●第４回伊豆サイクルフェスティバル 

  ／サイクルスポーツセンター 

 24日～6月8日 ●ローズフェスタ／修善寺虹の郷 

 24日～6月8日 ●ほたるの夕べ／赤蛙公園 

 30日・31日 ●トビ魚すくい体験 

  （土肥温泉旅館協同組合） 

 下旬 ●狩野川鮎釣り解禁 

 下旬～7月上旬 ●天城のほたる鑑賞期間 

  ／出会い橋付近 

 下旬～7月上旬 ●大見の天然ほたる鑑賞期間 

  ／萬城の滝付近 

春季弘法忌「湯汲み式」

〜湯汲み娘とかわいい稚児が
大行列でパレード〜

〜湯汲み娘とかわいい稚児が
大行列でパレード〜

〜湯汲み娘とかわいい稚児が
大行列でパレード〜

【期　間】 ４月２６日（土）～５月３１日（土） 
 ８時３０分～１６時３０分 
【会　場】 天城グリーンガーデン 
【入園料】 無料 
【問合せ】 道の駅「天城越え」昭和の森会館 
 1（８５）１１１０ 

　４月２６日（土）から５月３１日（土）まで、天城グリーン
ガーデンで石楠花祭りが行われます。天城グリーンガ
ーデンは、昭和の森会館に隣接する５４,０７２㎡の自然
公園で、１３,０００本、５００種類のシャクナゲが咲き誇り
ます。期間中は、シャクナゲの苗木の販売が行われます。
皆さん、ご家族揃ってお越しください。 

▲３月末まで展示された手芸作品や押し花作品 

夕鶴記念館１階ギャラリー作品
展示のお知らせと展示作品募集！
　天城温泉会館の隣りにある「夕鶴記念館１階ギャラリー」で、夕鶴
ギャラリー”春”と題して様 な々団体の作品を展示しています。館内
は色あざやかな作品が展示され、まさに”春爛漫“の華やかさです。 
１階ギャラリーは入場無料ですので、皆さん、ぜひお越しください。 
　また、夕鶴記念館１階ギャラリーでは、今後、市民の皆さんに「市民
ギャラリー」として利用いただきたく、展示作品を募集しています。ご希
望の方は、お電話にて連絡の上、作品の内容などをお知らせください。
事務局で作品内容を検討させていただき、後日改めてご連絡します。 
 

【日　時】 
４月２１日（月）　 
１３時３０分～ 
【会　場】 
修善寺温泉街 
【問合せ】 
観光協会修善寺支部　 
1（７２）２５０１ 
 

僧りょから手桶に 
湯を汲んでもらう 
湯汲み娘（写真は昨年） 

▲
 

　４月２１日（月）、春のお弘法さんと呼ばれ親しまれている「湯
汲み式」が開催されます。このイベントは、温泉を湧出させ
たと伝えられている弘法大師に感謝して毎年行われ、修善
寺温泉の春の風物詩となっています。 
　市内から選ばれた約３０人の揃いの着物姿の湯汲み娘が、
独鈷の湯で僧りょから手桶に湯を汲んでもらい、僧りょや稚
児と共に約２５０人の行列で温泉街をパレードし、修禅寺本
堂の弘法大師の霊前に献湯します。皆さん、ぜひお越しく
ださい。 

【４月展示作品】 
川端康成さんご自身が 
カメラで撮った作品と、 
先生の命日『４月１６日』を 
偲んで追悼作品を展示 
【問合せ】 
観光協会天城支部　 
1（８５）１０５６ 

〜道の駅「天城越え」〜〜道の駅「天城越え」〜

石楠花祭り石楠花祭り

��



4月の花
しゃくなげ 

各種相談 お気軽にご相談ください。 

毎月25日は毎月25日は
・にこにこ料理の日・にこにこ料理の日・にこにこ料理の日・にこにこ料理の日
・地産地消の日・地産地消の日・地産地消の日・地産地消の日

休日当番医 
※緊急の場合は１１９ 

飼えなくなった犬・ねこの引取り 【問合せ】環境衛生課　 　（７２）９８５７ 

平成20年度  行事予定カレンダー 
　平成２０年度の伊豆市の主要行事予定を紹介します。 
※広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。 

市内各所 

 ３日 あおきクリニック（伊豆の国市吉田） （７５）０３０３ 
 ４日 中伊豆リハビリテーションセンター（冷川） （８３）２１１１ 
 ５日 小山田医院（修善寺） （７２）３１２５ 
 ６日 紀平クリニック（柏久保） （７２）５５２１ 
 １１日 慶應月が瀬リハビリテーションセンター（月ヶ瀬）  （８５）１７０１ 
 １８日 大見診療所（八幡） （７３）２５２５ 
 ２５日 今野医院（八幡） （７５）７０５０ 
 

１９日（月）・２６日(月)　８時３０分～８時４５分　市役所（本庁）駐車場 

４月 ６日 
 ７日 
 １２日・１３日 
 ２０日 
 
 ２１日 
 ２６～翌３１日 
５月 ２４日 
６月 １日～２５日 
８月 ２日 
 １０日 
 １８～２１日 
 
 ２０日 
 ３１日 
９月 ６日 
 ２０日 
 ２８日 
 

消防団入退団式 
小中学校入学式 
菜の花舞台 
市長選挙及び市議会議員 
補欠選挙投票日 
春季弘法忌湯汲み式 
道の駅「天城越え」石楠花祭り 
第４回伊豆サイクルフェスティバル 
天城ほたる祭り 
修善寺夏まつり 
萬城の滝まつり 
土肥サマーフェスティバル 
海上花火大会 
海っ子まつり 
伊豆市総合防災訓練 
伊豆市敬老感謝祭 
伊豆市４中学校運動会 
伊豆市健康福祉まつり 

１０月 １日～ 
 ２５日・２６日 
 ２９日・３０日 
１１月 ３日 
 ８日・９日 
 
 
 １２日 
 １５日 
 １５日・１６日 
 １６日 
１月　１１日 
２月 １４日 
３月 １４日 
 １９日 

第４回伊豆市まるごとTO-JI博覧会 
伊豆市文化祭音楽芸能部門 
伊豆市小学生陸上記録会 
伊豆市青少年健全育成大会 
伊豆市文化祭展示部門 
（土肥・中伊豆・天城） 
園児児童生徒作品展（修善寺） 
伊豆市小中学校音楽発表会 
狩猟解禁（～2/15まで) 
伊豆市文化祭展示部門（修善寺） 
消防団秋季演習 
成人式・消防団出初式 
恋人岬バレンタインデースペシャル 
恋人岬ホワイデースペシャル 
伊豆市小中学校卒業式 
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月 5 2008／H20
● 発行／伊豆市 ★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。 

★その他、詳細は『広報いず』をご参照ください。 

●上下水道料金（土肥・天城・中伊豆地区）…２６日 
●土肥地区温泉料金…２６日 
 
 

● 市　　　役　　　所 …… 土・日・祝日 
● 市内公民館・資料館 …… 月曜日 
　（修善寺郷土資料館は木曜日） 

● 清掃センター …… 土（１１時～）・日・祝日 
● 図 書 館 …… 月曜日・２３日 
● 虹 の 郷 …… 無休 

● 天城温泉会館 … 火曜日 
● 湯の国会館 … 水曜日 
● 万 天 の 湯 … 木曜日 

●中伊豆室内温水プール … 月曜日 
●天城温泉プール ………… 火曜日 
 
 

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日 

3

7654 8 9 10

  1 2         

14131211 15 16 17

21201918 2322 24

3029 31 2827    2625
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